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1ま え が き
　リ
リトル トンは1929年のr会 計における価値 と価格』とい う論文で価値 と価
く　ラ
格との区別を主張 し,さ らに1935年の 『価値か原価か』とい う論文で価値 と
原価 との違いを強調 した。前者の論文が価値 と価格 との関係を論 じているの
に対 し,後者の論文は価値と原価 との関係を論 じている。いずれ も会計で問
題 とすべきことは価格あるいは原価であ り,価値はその対象となりえないと
い う論旨である。
'これ ら初期ρ論文にあらわれている思考を検討することは ,その後の展闘
を 理 解 す る う え で と りわ け 重 要 で あ る 。 こ れ ら の 論 文 で 扱 わ れ て い る 問 題
は,一 方 に 価 値 を お き,他 方 に 原 価 と 価 格 と を お く と い っ た よ うに 対 立 的 な
関 係 と し て 提 出 さ れ て い る 。 本 稿 で は,価 格 を 中 心 に す え,価 値 と の 関 係,
(1)A.C.Li七tleton,"ValueandPriceinAccounting,"TheAccountin8Revieω,
September,1929,pp.147-154.
この論 文 は リ トル トンの 論 文 集 に 再録 され て い る.(EssaysonAccountancy,
UniversityofIllinoisPress,1961,pp・219-227・)しか しそ の再 録 の 仕 方 は,元 の
論文 を か な り自 由 に分 断 し,字 句 の修 正 や 削除 を 相 当行 な っ て い る.そ のた め両 者
の いず れ か ら引 用 す るか に よ って か な り違 い が 出 て くる もの と思 わ れ る.以 下 の 引
用 は 元 の論 文 に よ る.
(2)A.C.Little七〇n,``ValueorCost,"TheAccountin8Revieω,September,1935,
pp.269_273.
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お よび原価 との関係を明 らか に し,会 計 と価 格 との関係について当時 の リ ト
ル トンはいかに考えていたか,を さ ぐってみたい。
皿 価 値 と 価 格
リ トル トンは価値 と価格 との違 いにつ いてつ ぎの ように述べ ている。
「価値 はいかなる価格であ るべ きかにつ いての見積 りであ るのに対 し,価
格 その ものは確定 した事実であ る。価値 は物 の相対的重要性 につ いての主観
的な見積 りである。 しか し価格 はその よ うな主観的見積 り相互 間の妥協であ
り,そ の物 が交換 され る貨幣の数量 に よって測定 され る。 そ こで,契 約をす
るのに二人が必要 であるの と同 じよ うに,価 格を形成す るには二人 の競合的
な意図が必要 であ る。だが価値 は他方 と関係 な く一方の意図にのみ存在 しう
る。 しか レ,完 結 した取引(closedtransactions),すなわち交換を除 いて
経済 的な 意味で の 価格 は まった くない。 そ の他の いわゆ る 表示 価格(price
tags)はすべ て見積 りであ り,試 験的(tentative)な価格であ る。入札価格
　 　 　 り
(bids)および申込価格(offers)は価格ではな い。 それ らは価格 を見つけ る,
くの
すなわち二人の評価に共通する場を見つける試験的な試みである。」(傍点は
強調部分を示す)
ここには二つの指摘があると思われ る。ひとつは価値と価格との一般的な
相違についての指摘である。すなわち,価 値は見積 りであり,主 観的であ り
相手と無関係に存在するのに対 し,価格は確定 した事実であ り,主観的見積
り相互間の妥協であ り,相手の存在が必要であるとい うことである。いまひ
とつは 日常的な意味での価格と経済的な意味での価格 との相違についての指
摘である。通常,価 格とい う場合,そ こには表示価格,入 札価格,申 込価格
といった用い方が含まれている。 しか しそれ らは見積 りであ り,試験的な価
格にす ぎず,経 済的な意味での価格を見つける前段階に属するものである。
経済的な意味での価格は,完 結 した取引すなわち交換 とともに存在ずる。 リ
(3)A・C・Littleton,"ValueandPriceinAccounting,"op・cit・,P・149,
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トル トぞが価格とい う場合,こ のような経済的な意味をさしている。 この経
済的な意味での価格についてはさらにこ う述べている。
「売上があれば,価 格が現われ る。売手はかれが要求 したよりももっと手
に入れ られたかどうかまった くわか らない。なぜな ら,買 手の評価はかれ 自
身の心の中にあ り,かれが支払った価格にはないか らである。完結 した取引
くの
の価格は,通 常,買 手の評価についての確定的な表現にきわめて近い。」
売手と買手との交換,す なわち完結 した取引に よって価格が成立する。売
手にとってそれは売上のあったときであ り,買手に よる評価の確定的な表現
を意味 している。 ここに確定的とい うのは,買 手がどう評価 したかを意味す
るものではな く,買手が買 うことを納得 した表現とい うように理解できるで
あろ う。取引が実際に行なわれるまでは,売 手 も買手も主観的な評価をもっ
ているに すぎず,交 換に よって は じめて客観的 ・確定的な表現が与え られ
る。この時点において価格が成立する。 こうした意味での価格と価値 とを リ
トル トンは区別すべ きであると主張 している。それはなぜであろ うか。
「『価値』および 『価格』とい う用語は,同 意語とするよりも区別 した方が
よい。一つの要素ではな く二つの要素が存在す る。すなわち,個 人の主観的
な見積 りおよび完結 した取引の客観的な記号である。それ らは人の影がかれ
自身であるのと同 じではない。たとえ長期間の使用が会計上のr価 値』 とい
　 の 　
う言葉に確固とした承認を与えているとしても,そのような用語法は明確な
・ …(5)
概念差異をあい まいに し,混 乱 させ るため認 め るべ きでない。」
本来,意 味の異な るものには別 の名称を用い るべ きである。 もちろん,た
だ単に別 の名称があれ ば よい とい うことでは な く,そ れ ぞれ の意味内容に応
じて明確に使い分け ることが要求 され る。 こ う した主 張の背景 と して いえ る
ことは,こ れ ら価 値 と価格 とい う用語が,当 時,き わめてあいまいに使用 さ
れ ていた ことを物語 っている。 ある場合には同意 語の ごと く使用 され ていた
ため,多 くの誤解を生 じていた ものと思われ る。 リ トル トンは,そ れ ぞれの
(4)Ibia・,P・149・
(5)Ibid.,p,150.
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意味を明確に区別 し,議論の混乱をまねかない ように指摘 したものである。
皿 原 価 と 価 格
原価 と価格 との関係を知るうえで興味深いのは,リ トル トンによるつぎの
二式の比較である。
価格=原 価+利 益(1)
価格一原価 一利益 ②
・ これ らの式は,一 見同 じことのように思われ る。 しか しリ トル トンによれ
ば,こ れ ら二式が意味 していることは基本的に異なるとい う。
「数学的には,等 式のある項 目の移項は表現を変えない。計算的セとは,三
要素すべてがわかっていればその結果は同 じである。 レか し経済的には等式
は同一でない。『価格』(価値)は 派生的な要素ではない。なぜな ら,『利益』
は交換が生 じるまで未知であ り,前 もって原価に加算す ることはできないか
らである。利益は画一的に原価に加算される割合ではない。実際の価格およ
び実質的な利益は交換が生 じると同時にあらわれ る。そのときまで最初の等
式は,本 来,申 込価格一原価+期 待利益である。 しか し現実には,価 格より
もむ しろ利益が重要な未知のものである。 交換が 生 じた のちに価格が わか
り,原価がわか り,そ して両方の差額 と して利益が生まれる。価格でな く利
益が派生 したものである。それゆえ,価 格(も しくは価値)は 派生的なもの
であるとい う素朴な意味を含む ところか ら,最 初の等式によって諸要素を考
(6)
えるのは誤 ま りであ る。」
これ らの式で考察 され ているのば,価 格 ・原価 ・利益 の相互 関係 であ り,
それぞれ の要 素が どの よ うな 順序で 導びかれ て くるかに ついての 解 明で あ
る。 リ トル トンに よれば,② 式 の よ うな発想が適切 であ るとい う。交換に よ
り価格 が決定 され,そ れか ら控除 され るもの と して原価が存在 し,そ の結果
利益が生 まれ る。 したが って利益 は,価 格 と原価 との差額 と して派生的に 出
(6)1bid.,p.150.
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て くる。
こ う した相互関係についての理 解に もとつ いて,価 格 と原価 との関係が論
じられ ている。 リ トル トンに よれ ば,原 価 は価格の限定要 素である とい う。
その意味 は こ うである。
「価格 との関連 に よる原価 の本質は,そ れ を超え ると生産 が維持で きない
　 の 　 　
とい う供給面での価格の限定要素を提供することにある。人は他の項 目で償
なうに十分な利益をあげることに より,総生産物の一部を継続的に実際原価
以下で販売できる。また人はその試みが一時的であれば,生 産物のすべてを
実際原価以下で販売できる。 しか しすべての生産物を常に原価以下で販売す
ることは,じ きに全資本を使い果たす ことにな り,その生産者が除去される
の
ことか ら,生産者の原価はかれの限定要素 となる。」
売手にとって生産物をい くらで売るかは自由である。原価 よりも高い価格
で売ることも,ま たそれ よりも低い価格で売ることもできる。 しか し,原価
以上で売 らなければ利益は生まれない。そ うした状態を継続 させるな らば,
次第に資本が減少 して,結 局は生産そのものを続けることが不可能になる。
原価が価格の限定要素であるとい う意味は,売 手が利益をあげるための限界
であるとい うことになる。さらにつぎの ような説明もなされている。
「それゆえ原価は利益の加算による価格の基礎ではな く,それは実際に交
換が行なわれ る数字を見つけ出す過程においてr試 験的な価格』か ら連続的
に減算され る操作限定(workinglimit)である。 人びとが どれだけ支払 う
かを推測 し,それが うま く行かないな らば,そ の申込価格か ら幾 らかを控除
して再び推測する。原価はこの連続的な減算の過程における警戒点である。
それは短期間もしくは数項 目について無視 されることもあるが,究 極的には
く　　
そ の支配 が効力 を もつ 。」
売手が価格(売 価)を い くらにす るかは,買 手の反応にあわせて決定 され
る。価格 が高す ぎれば生産 物は売れない。 売手は序 々に価 格を下げ ることに
(7)Jbid.,p.151.
(8)Ibi4りp.151.
/
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よって買手の反応をみる。 この価格引下げ過程における警戒点が原価なので
ある。
IV会 計 と 価 格
会計はなぜ価格あるいは原価 と関係 し,価値 と関係 してはな らないのであ
ろ うか。 この問題に対する リトル トンの解答は,原 価主義を終始主張 しつづ
けた リトル トンの会計思考を知 ることと不可分に結びついている。
「ある意味で価格すなわち言葉 と数字は,相 互に満足のゆ く商品の交換と
いう現実を表わす記号(signsand'simbols)にすぎない。 そ してそれは正
確には,価 格が会計と接触す る現実と してのこの記号表現の能力にある。会
計は,無 限に多様な取引の分析すべてにおいて,ま た無数の財務的事象の記
録において,そ の時の現実を永続的な数字表現とする,つ まり算術的な集計
くの
(summarization)と操作に適応する記号に しようと努めている。」
言葉と数字に よって表わされ る価格は,商 品が交換され る現実を表わす記
号にすぎないけれ ども∫多様な取引を分析 し,無数の財務的事象を記録する
には適 している。会計が求めているのは。そ うした現実を永続的な数字表現
と し,算術的な集計および操作を可能にすることである。すでに述べた よう
に,価 格は客観的 ・確定的な表現であ り,会計のこうした要求に適 している
とい うのである。
「会計記録に原価価格を用いることをわれわれがため らわないことはた し
　 　
かで あるけれ ども,こ の ことはそ の数字を価値 と考 え るの と同 じではない。
原価価格は確定 した事実 であ り,支 出であ り,完 結 した取引で ある。 したが
ってそれは,し か るべ き時期 に原価価格が利益 の計算における適切な要 素 と
なるときに,事 実が見のが され ない よ うに 『試験 的な』記録 を要 求す る。 し
か し物 自体につ ぎに何 が起 るのか,そ の価値 は どれ ほ どであ るのかは 乳実際
の交換が 生 じるまで わか らない。 記録は 価値 を表 わそ うとす る もので はな
(9)Ibid.,P・149・
リ トル トソにおけ る価 格の意味 213
く,む しろ い わ ゆ る原 価,支 出,未 決 定 項 目(aniteminsuspense)を示 す
く　
ものである。」
会計記録に原価価格が用い られるのは,そ れが確定 した事実であ り,支 出
であ り,完結 した取引だか らである。ここで原価価格とい う用語が使用 され
ているのは,購 入面に着 目しているためで ある。 こ うした原価価格の記録
は,つ ぎに再び価格が生 じるまで,未 決定の状態におかれ る。つぎに価格が
生 じるときとい うのは,利 益の計算をするための価格(売 価)が 確定すると
きをさしている。それ まで会計記録は未決定の状態を示す ことになる。
会計がこのように価格(原 価価格および売価)と だけ関係するとい うこと
は,企 業管理者にとってそ うした記録だけが重要であるとい うことを意味す
るもので はない。 会計に よる記録能力の限界を示 したものである。 会計は
「価格」 とい う事実の範囲内にとどまらなければならない,と い うのが リト
ル トンの見解である。それはつぎの ような言葉によって象徴 されている。
「会計がこの事実 とい ういか りを解かれるとき,そ れは心理的な見積 りと
い う海に流れ出 し,それ らが企業管理者にとって重要であるとしても,そ う
(11)
す ることは会計の表現す る能力を超えてい る。」
リ トル トンの原価 主義は,こ の時期においてす でに強い信念 とな っていた
よ うであ る。
⑩Ibid.,P」51.
(1】)Ibid.,p.150.
